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(57)【要約】
【課題】流れる粒状または粉状の穀物または果実に混入
している異物が、流れる経路の外側の本装置によって捕
捉されて除去される。
【解決手段】隔離筒Ｐの外側に装着された６本の収納筒
６…の中には、間にスペーサー２３…を挟んで、５個の
円柱状の磁石２２…が一列に並んで収納される。この各
磁石２２…は、互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしが対
向されかつ接近される。したがって、磁石２２…の磁力
が他の磁石２２…に吸収されず、磁石２２…の磁力が隔
離筒Ｐを越えて、流れる穀物または果実の中までよく伝
わり、穀物内または果実内の異物が確実に除去されるし
、除去した異物が隔離筒Ｐ表面に確実に吸引／吸着され
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒状または粉状の穀物または果実が流れる経路において、この経路の穀物または果実が
流れる側とその外側とを隔離する強磁性体または磁性体以外の素材からなる隔離体に対し
て、この隔離体の外側に装着される、この穀物または果実の流れに沿って長い、強磁性体
または磁性体以外の素材からなる収納体と、
　この収納体に収納される複数の磁石であって、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまた
はＳ極どうしを対向させかつ接近させて収納される複数の磁石とを備え、
　上記穀物内または果実内に混入した強磁性体または磁性体の異物を吸着することを特徴
とする穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項２】
　粒状または粉状の穀物または果実が流れる経路において、この経路の穀物または果実が
流れる側とその外側とを隔離する隔離体に対して、この隔離体の内側に装着される支持体
と、
　この支持体に装着される、上記穀物または果実の流れに沿って長い、強磁性体または以
外の素材からなる収納体と、
　この収納体に収納される複数の磁石であって、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまた
はＳ極どうしを対向させかつ接近させて収納される複数の磁石とを備え、
　上記穀物内または果実内に混入した強磁性体または磁性体の異物を吸着することを特徴
とする穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項３】
　上記収納体の壁面には、上記複数の磁石の大きさより小さい隙間を有するまたは隙間を
有さず、これにより上記Ｎ極どうしまたはＳ極どうしの反発によって、上記複数の磁石を
外へ飛び出さないように規制し、
　この筒内に上記複数の磁石が収納されることを特徴とする請求項１または２記載の穀物
または果実から異物を除去する装置。
【請求項４】
　上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔で
複数装着され、この間隔は当該磁石の大きさより大きく、
　上記磁石のＮ極どうしまたはＳ極どうしの間隔は、当該磁石の大きさより小さく、
　上記隔離体と上記磁石との間隔は、当該磁石の大きさより小さいことを特徴とする請求
項１、２または３記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項５】
　上記隔離体は長尺の筒状であり、この筒内を上記粒状または粉状の穀物または果実が流
れ、この流れは風圧による、または穀物または果実の自重により、
　上記収納体及び複数の磁石は、上記筒の外側に装着されることを特徴とする請求項１、
３または４記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項６】
　上記収納体または上記複数の磁石は、上記隔離体に対して着脱自在であることを特徴と
する請求項１、２、３、４または５記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項７】
　上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔で
複数装着されることを特徴とする請求項１、２、３、４、５または６記載の穀物または果
実から異物を除去する装置。
【請求項８】
　上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔で
複数装着され、隣り合う収納体における各磁石のＮ極とＳ極の配列の順番は同じであるこ
とを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６または７記載の穀物または果実から異物を
除去する装置。
【請求項９】
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　上記隔離体において、上記収納体及び上記複数の磁石の装着される位置から下流側には
、穀物または果実の流れから異物が退避して外れ、上記複数の磁石によって吸着された異
物の退避部が設けられていることを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６、７または
８記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項１０】
　上記穀物内または果実内に混入して除去される異物は、粒状の穀物または果実の粒子の
大きさより小さい、略同じ大きさまたは大きい、若しくは粉状の穀物または果実の粒子の
大きさより大きい、略同じ大きさまたは小さいことを特徴とする請求項１、２、３、４、
５、６、７、８または９記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項１１】
　上記収納体及び磁石が装着される付近の隔離体の内側のやや上流には、粒状または粉状
の穀物または果実が流れの下流に沿って絞られ、上記収納体及び磁石に向かって絞られる
テーパー体が装着されていることを特徴とする請求項２記載の穀物または果実から異物を
除去する装置。
【請求項１２】
　上記テーパー体の下流側の先端から、上記収納体及び磁石の先端が上流に向かって突出
していることを特徴とする請求項１１記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項１３】
　上記突出の量は、上記収納体に収納される複数の磁石の個数の１％乃至９９％、５％乃
至９０％、１０％乃至６０％、１５％乃至４０％、２０％乃至３０％であることを特徴と
する請求項１２記載の穀物または果実から異物を除去する装置。
【請求項１４】
　上記収納体及び磁石の上流側の先端は尖っていることを特徴とする請求項１１記載の穀
物または果実から異物を除去する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、穀物または果実から異物を除去する装置に関し、特に精米設備または精米機
などの穀物または果実を処理する装置などにおいて、穀物または果実から異物を除去する
ものなどに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、精米機などの穀物または果実を処理する装置においては、処理する穀物または果
実に種々の異物が混入することがある。このような異物は、穀物または果実の植物の茎、
葉などのほか、釘、ボルト、ねじ、針、金属のゴミなどもある。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－２９６８８５号公報
【特許文献２】特開平８－１９２０６１号公報
【特許文献３】特開平９－６６２６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような金属性の異物を除去するのは難しかった。本発明の目的は、このような金属
性の異物または強磁性体または磁性体の異物を、処理する穀物または果実から容易に除去
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
（１）請求項１に係る発明
　上記目的を達成するために、本発明の穀物または果実から異物を除去する装置では、穀
物または果実が流れる側とその外側とを隔離する強磁性体または以外の素材からなる隔離
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体に対して、この隔離体の外側に装着される、穀物または果実が流れるに沿って長い、強
磁性体または以外の素材からなる収納体と、　この収納体に収納される複数の磁石であっ
て、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしを対向させかつ接近させて収納
される複数の磁石とを備え、　上記穀物内または果実内に混入した強磁性体または磁性体
の異物を吸着するようにした。
【０００６】
（２）請求項２に係る発明
　上記目的を達成するために、本発明の穀物または果実から異物を除去する装置では、隔
離体の内側に装着される支持体と、　この支持体に装着される、上記穀物または果実の流
れに沿って長い、強磁性体または以外の素材からなる収納体と、　この収納体に収納され
る複数の磁石であって、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしを対向させ
かつ接近させて収納される複数の磁石とを備え、　上記穀物内または果実内に混入した強
磁性体または磁性体の異物を吸着するようにした。
【発明の効果】
【０００７】
（１）請求項１に係る発明
　本件穀物または果実から異物を除去する装置は、隔離体の穀物または果実が流れる側と
反対側に装着されるから、隔離体の中に装着しないで済み、隔離体に穴を開けないで済み
、装着が容易となり、穀物または果実の処理装置が完成した後の本装置の装着も容易とな
る。
【０００８】
　また、複数の磁石は互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしを対向させかつ接近させている
ので、磁石の磁力が他の磁石に吸収されず、磁石の磁力が隔離体を越えて、流れる穀物ま
たは果実の中までよく拡散し、穀物内または果実内の異物を確実に除去できるし、除去し
た異物を隔離体表面に確実に吸着しておくことができる。
【０００９】
　さらに、磁石の収納体と隔離体とは、強磁性体または以外の素材からなるので、磁石の
磁力が隔離体を越えて、流れる穀物または果実の中までよく拡散し、穀物内または果実内
の異物を確実に除去できるし、除去した異物を隔離体表面に確実に吸着しておくことがで
きる。
【００１０】
　また、上記収納体の壁面には、上記複数の磁石の大きさより小さい隙間を有するまたは
隙間を有さず、これにより上記Ｎ極どうしまたはＳ極どうしの反発によって、上記複数の
磁石を外へ飛び出さないように規制しているので、Ｎ極どうしまたはＳ極どうしの反発が
あっても磁石の配置が安定し、安定した磁力を流れる穀物または果実の中までよく伝達で
きる。
【００１１】
　さらに、上記収納体及び上記複数の磁石の間隔は当該磁石の大きさより大きいので、磁
石の磁力が隣の収納体内の磁石にも吸収されない。上記磁石のＮ極どうしまたはＳ極どう
しの間隔は、当該磁石の大きさより小さいので、同じ収納体内の磁石同士がより反発しあ
って、より多くの磁力が発散される。上記隔離体と上記磁石との間隔は、当該磁石の大き
さより小さいので、磁石の磁力が隔離体をより多く越える。
【００１２】
（２）請求項２に係る発明
　また、本件穀物または果実から異物を除去する装置は、隔離体の穀物または果実が流れ
る内側に装着されるから、強磁性体または磁性体の異物をより容易に吸着できるし、隔離
体が強磁性体または磁性体であっても、上記磁石の磁力が弱められてしまうことがない。
【００１３】
　さらに、粒状または粉状の穀物または果実が流れの下流に沿って絞られ、上記収納体及
び磁石に向かって絞られるテーパー体によって、穀物または果実及び異物を上記収納体及
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び磁石に向かって流すことができる。
【００１４】
　上記テーパー体の下流側の先端から、上記収納体及び磁石の先端が上流に向かって突出
しているので、テーパー体に穀物または果実が当たる直前、またはテーパー体で穀物また
は果実の流れが絞られるときに、強磁性体または磁性体の異物のみの流れにブレーキがか
かり、異物が磁石に付着し易くなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
（１）穀物または果実から異物を除去する装置
　図１乃至図４は穀物または果実から異物を除去する装置の構造を示す。隔離筒Ｐは長尺
状の筒であり、この筒内を粒状または粉状の穀物または果実が流れる。この流れはブロア
、ファン、送風機などに基づく風圧により、または穀物または果実の自重による。
【００１６】
　この自重による場合には、隔離筒Ｐは垂直、斜めなどに配置される。この風圧による場
合には、隔離筒Ｐは水平、斜め、垂直であり、下から上への自重に反する逆流も含まれる
。隔離筒Ｐの素材はアルミニウム、銅、クロム、亜鉛、すず、マンガン、タングステン、
ビスマス、これらの合金、木材、樹脂、ガラス、繊維、布、ゴム、紙などである。場合に
よって、ステンレス、ニッケル、コバルト、鉄などの、磁性体または強磁性体でも良いし
、これらの合金でもよいし、ステンレスのように一部に磁性体または強磁性体を含む合金
でもよい。
【００１７】
　隔離筒Ｐは弱磁性体、常磁性体、反磁性体、フェリ磁性体などの、強磁性体または磁性
体以外の素材からなる。しかし場合によって上記の強磁性体、磁性体若しくは強磁性体ま
たは磁性体を含む合金でもよい。強磁性体は、磁石を近づけると強く磁化され、磁石の磁
力を吸収する。
【００１８】
　この隔離筒Ｐは、粒状または粉状の穀物または果実が流れる経路において、この経路の
穀物または果実が流れる内側とその外側とを隔離する。この隔離筒Ｐは、半円筒状でも良
いし、ベルトコンベアの両側または片側に設けられた一対または単体の平板状もよい。
【００１９】
　一対の環状で板状の上流装着環１、下流装着環２は、上記隔離筒Ｐの周囲に、着脱自在
に、装着、固定される。この上流装着環１、下流装着環２はそれぞれ中央で半環部分に分
割され、この各半環の端は重なりあって蝶軸棒３が貫通するとともに、上流装着環１及び
下流装着環２にわたってこの蝶軸棒３が貫通し、これら半環部分どうしが開閉可能となっ
ている。
【００２０】
　この上流装着環１、下流装着環２の各半環の他の端それぞれには、上流装着環１と下流
装着環２とを繋ぐ２枚の締付板４、４が溶接またはボルト留めで固定されている。この２
枚の締付板４、４それぞれには、２つの締付穴５、５が形成されている。
【００２１】
　この締付穴５、５にボルトとナットが装着されて締め付けられて、上流装着環１、下流
装着環２の半環部分どうしが閉じられ、上流装着環１、下流装着環２が、上記隔離筒Ｐの
周囲に固定される。このボルトとナットを緩めて外し、締付板４、４どうしを離間させれ
ば、上流装着環１、下流装着環２が、上記隔離筒Ｐの周囲から外される。
【００２２】
　上記下流装着環２の方には、６つの収納穴７…が等間隔に形成され、この収納穴７…内
を、収納筒６…の底付近が溶接またはボルト留めで固定される。この収納筒６…の下流装
着環２側には底板８が収納筒６…に一体形成または溶接されて閉じられている。
【００２３】
　また、収納筒６…の上流装着環１側には栓９が収納筒６…に一体形成または溶接されて
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閉じられている。この栓９の外側面中央にはねじ穴１０が形成されている。この６本の収
納筒６…のねじ穴１０…に対応する上流装着環１の位置には、６個のねじ穴１１…が形成
されている。
【００２４】
　上記上流装着環１、下流装着環２、蝶軸棒３、締付板４、収納筒６…、底板８、栓９、
スペーサー２３は、上記隔離筒Ｐと同じ材質で、強磁性体または磁性体以外の材質または
一部に強磁性体または磁性体を含む合金でもよい。しかし、これらの一部または全部は、
隔離筒Ｐと異なる材質でもよいし、これらの各材質は、それぞれ同じでも、それぞれ異な
っていてもよい。
【００２５】
（２）磁石体２１の構造
　図５及び図６は、磁石体２１の構造を示す。上記収納筒６…の中には５個の円柱状の磁
石２２…が一列に並んで収納されている。この各磁石２２…は、互いにＮ極どうしまたは
Ｓ極どうしが対向されかつ接近されて収納される。
【００２６】
　これらの磁石２２…の間には鉄などの強磁性体、樹脂製または強磁性体ではない金属製
のスペーサー２３が介在されて挟まれる。このスペーサー２３は、円柱形の磁石２２…の
直径と同じで、円柱形の磁石２２…の高さ／厚さより低い／薄い。このスペーサー２３の
厚さが後述する、各磁石２２…の間隔となる。
【００２７】
　したがって、これらの各磁石２２…は、互いに反発しあうが、これを押さえ込むように
上記栓９が強く押し込まれて栓９が収納筒６…に溶接またはボルト留めで固定される。こ
の磁石２２…の間隔、つまりＮ極どうしまたはＳ極どうしの間隔は、当該磁石２２…の大
きさより小さいので、同じ収納筒６内の磁石２２同士がより反発しあって、より多くの磁
力が発散される。
【００２８】
　上記スペーサー２３の材質は、ステンレス、ニッケル、コバルト、鉄などの強磁性体、
これらの合金、ステンレスのように一部に強磁性体を含む合金などとされてもよい。これ
により、上記磁石２２…の端面のＮ極どうしまたはＳ極どうしと逆の極がスペーサー２３
の両面に励磁／誘磁され、上記磁石２２…同士の反発が解消される。
【００２９】
　しかし、スペーサー２３の周面には、上記励磁／誘磁された極と逆の極が励磁／誘磁さ
れるので、ここから上記強いより多くの磁力が発散されることになる。したがって、磁石
体２１全体としての磁力は低下せず、むしろ隔離筒Ｐ内に拡散される磁力はより強くなる
。スペーサー２３の周面には、磁石２２…の端面の磁力の２倍または同じまたは数倍の強
い磁極が励磁／誘磁されるからである。
【００３０】
　この磁石２２…の間隔は、当該円柱状の磁石２２…の高さの０％乃至５０％、望ましく
は１％乃至３５％、より望ましくは５％乃至２０％、さらに望ましくは１０乃至１５％と
される。上記０％では、磁石２２…の間隔は無く、磁石２２…どうしが接触している。
【００３１】
　上記円柱状の磁石２２…の直径は高さより若干大きく、１．０倍乃至１．５倍、例えば
１．２５倍ほどであり、磁石２２…は扁平に近い形状をしており、同じ長さの磁石体２１
または収納筒６…において、Ｎ極どうしの数またはＳ極どうしの数をより多くでき、より
多くの磁力が発散される。したがって、円柱状の磁石２２…の直径は高さよりかなり大き
くてもよく、例えば１．５倍乃至５倍でもよい。
【００３２】
　なお、逆に上記円柱状の磁石２２…の直径は高さより小さく、０．２倍乃至１．０倍、
例えば０．４倍乃至０．７倍でもよい。この場合には、収納筒６…に収納される各磁石２
２…の互いの反発力が小さくなり、収納筒６…への各磁石２２…の収納が容易になる。



(7) JP 2009-154149 A 2009.7.16

10

20

30

40

50

【００３３】
　上記磁石２２…は、数百ガウス乃至数千ガウス乃至数万ガウスの磁力を備え、ネオジム
磁石、サマコバ磁石、フェライト磁石、アル二コ磁石などが用いられる。磁石２２…は全
て同形同大であるが、異なっていてもよい。例えば高さが異なっていたり、全てまたは一
部が角柱であったりしてもよい。
【００３４】
　上記収納筒６…の壁面／側面は上記磁石２２…が通過できるような隙間を有さない。こ
れにより上記Ｎ極どうしまたはＳ極どうしの反発によって、上記複数の磁石２２…が収納
筒６…の外へ飛び出さないように規制される。なお、収納筒６…の壁面／側面に隙間が形
成されたり、隙間のある網状であったりしてもよいが、この隙間は、磁石２２…の大きさ
より小さくされる。
【００３５】
　上記円柱状の磁石２２…の外面と収納筒６…の内面との間は、ほとんど隙間がないかわ
ずかな隙間しかない。これにより、円柱状の各磁石２２…の中心線が略一致して、円柱状
の各磁石２２…の周縁が互いにずれない。この結果、各磁石２２…の各間における磁力の
向きに偏りが生じず、隔離筒Ｐ内に磁力を均等に拡散させることができる。
【００３６】
　なお、円柱状の磁石２２…の外面と収納筒６…の内面と間には、ある程度の隙間があっ
てもよい。この場合スペーサー２３の外周と収納筒６…の内面と間にある程度の隙間があ
ってもよいし、隙間が無くてもよい。
【００３７】
　上記収納筒６…の栓９…のねじ穴１０…には、上記上流装着環１のねじ穴１１を挿通し
てねじが留められる。これにより、収納筒６…つまり磁石体２１と上流装着環１とがしっ
かり互いに連結固定される。また、上述のように、収納筒６…つまり磁石体２１と下流装
着環２とは溶接またはねじ留めでしっかりと互いに連結固定されている。したがって、上
流装着環１と下流装着環２とはしっかりと互いに連結固定される。
【００３８】
　このような構造の磁石体２１によって、隔離筒Ｐ内を流れる上記穀物内または果実内に
混入した強磁性体または磁性体の異物が吸着され、隔離筒Ｐの内壁面内にとどまり、粒状
または粉状の穀物または果実から異物が除去される。このような異物は、例えば、釘、ボ
ルト、ねじ、針、機械の部品またはこの部品の切れ端・破損、金属のゴミなどであって、
上記磁石２２…に吸引される強磁性体または磁性体の異物である。
【００３９】
　上記収納筒６は、隔離筒Ｐの外側に装着され、上記穀物または果実の流れに沿って長い
形となっている。したがって、異物の流れる方向に沿って、磁力が長く分散され、異物を
確実に吸引できる。
【００４０】
　なお、このような磁石２２…の両端にはスペーサー２３が介在されるうえに、磁石２２
…の外面と収納筒６の内面とは隙間があってもよい。この場合、全ての磁石２２…は、ス
ペーサー２３…以外は収納筒６及び栓９の何処とも接触しない。したがって、収納筒６及
び栓９をステンレス、鉄、ニッケルなどの強磁性体で構成しても、磁石２２…の磁力が収
納筒６及び栓９に吸収されず、隔離筒Ｐ内に強い磁力を供給できる。
【００４１】
　上記収納筒６内面と磁石２２…外面との間には隙間があってもよく、さらには収納筒６
内面と磁石２２…外面との間には筒状の充填体が介在されてもよい。この充填体は非磁性
体または強磁性体若しくは磁性体以外の材質からなる。強磁性体の材質であると、磁石体
２１の磁力が低下してしまうからである。
【００４２】
（３）穀物または果実から異物を除去する本装置の作用または効果
　上記下流装着環２の６つの収納穴７は等間隔になっているので、収納筒６…及び上記磁
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石体２１…（各複数の磁石２２…）は、上記隔離筒Ｐに対して間隔をあけて、等間隔で装
着される。これにより、磁石２２…の磁力が隔離筒Ｐに対して偏らず、流れる穀物または
果実に磁石２２…の磁力が均一に拡散し、異物の吸着が均等になる。
【００４３】
　上記収納筒６…すなわち上記磁石体２１…（各複数の磁石２２…）の各間隔は当該磁石
２２…の大きさより大きいので、磁石２２…の磁力が隣の収納筒６…すなわち隣の磁石体
２１…内の磁石２２…に吸収されない。これにより、隔離筒Ｐ内に発せられる磁力が隣の
磁石体２１…に取られず弱まらない。
【００４４】
　上記隔離筒Ｐと、磁石体２１…（各複数の磁石２２…）との各間隔は、磁石２２…の大
きさより小さいので、磁石２２…の磁力が隔離筒Ｐの隔壁をより多く貫通して越える。こ
れにより、隔離筒Ｐ内に発せられる磁力が弱まらない。
【００４５】
　収納筒６及び磁石体２１／複数の磁石２２…は、上記隔離筒Ｐの外側に装着される。し
たがって、隔離筒Ｐの中に本装置を装着しないで済み、隔離筒Ｐに穴を開けないで済み、
装着が容易となり、穀物または果実の処理装置が完成した後の本装置の装着も容易となる
。
【００４６】
　上記収納筒６または上記磁石体２１（複数の磁石２２…）は、上記隔離筒Ｐに対して着
脱自在である。したがって、本装置を装着する場所を状況に応じて随時変更できるし、穀
物または果実の処理装置が完成した後の本装置の装着も容易となる。
【００４７】
　図６は、隣り合う磁石体２１、２１の位置関係と各Ｎ極と各Ｓ極との位置関係を示す。
隣り合う磁石体２１…における各磁石２２…のＮ極とＳ極の配列の順番は同じとなってい
る。これにより、ある磁石体２１の対向し合う一箇所のＮ極から隣の磁石体２１の一番近
いＳ極より一番近いＮ極の方がより近くなる。また、ある磁石体２１の対向し合う一箇所
のＳ極から隣の磁石体２１の一番近いＮ極より一番近いＳ極の方がより近くなる。
【００４８】
　これにより、磁石２２…のある極から異なる極ができるだけ離間され、この極が同じ極
で囲まれるので、磁石２２…の各極の磁力が吸収されにくくなり、磁石２２…から隔離筒
Ｐに入り込む磁力が多くなり、流れる穀物または果実の中に入りこむ磁力も多くなり、穀
物内または果実内の異物を確実に除去できるし、除去した異物を隔離筒Ｐ表面に確実に吸
着しておくことができる。
【００４９】
　なお、隣り合う磁石体２１…における各磁石２２…のＮ極とＳ極の配列の順番は異なっ
ていて、互い違い／交互になっていてもよい。隣り合う磁石体２１…の間隔が磁石２２…
の大きさ／直径／高さより大きければ、これでもよい。しかし、隣り合う磁石体２１…の
間隔が磁石２２…の大きさ／直径／高さより小さければ、隣り合う磁石体２１…の間隔が
磁石２２…の大きさ／直径／高さより大きいことが望ましい。
【００５０】
　上記穀物内または果実内に混入して除去される異物は、粒状の穀物または果実の粒子の
大きさより小さいまたは略同じ大きさである。大きい異物は、粒状の穀物または果実の粒
が通過する網を一回または複数回通過すれば除去される。むろん、大きくてもよい。この
ような粒より大きい異物でも磁石２２…によって吸引／吸着される。
【００５１】
　穀物内または果実内に混入して除去される異物は、粉状の穀物または果実の粒子の大き
さより大きい。むろん、略同じ大きさでもよいし、小さくてもよい。粉状の穀物または果
実では、粉状の穀物または果実の粒子の大きさより大きい異物は網などで除去できるが、
略同じ大きさの異物と小さい異物は網では除去できず、本装置で除去できる。
【００５２】
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　本装置を取り付けた隔離筒Ｐの下流側には、点検口などの蓋が取り付けられ、この蓋を
開いて、本装置で吸引・吸着された異物を除去できる。このような点検口蓋は、後述する
退避部Ｅに設けられてもよい。また、本装置と隔離筒Ｐの一部とを一体で隔離筒Ｐから着
脱可能にしてもよい。このようにしても、本装置で吸引・吸着された異物を除去できる。
【００５３】
　さらには、本装置を取り付けた処理装置を停止後、処理した穀物などを取り出した後、
本装置を隔離筒Ｐから取り外せば、異物への磁力の供給が停止されて、異物が隔離筒Ｐの
端から排出される。
【００５４】
　これらの異物除去にあたっては、本装置の周囲に、本装置全体を覆う、強磁性体または
磁性体からなる円筒（磁気遮蔽体）を巻いて（装着して）もよい。これにより、隔離筒Ｐ
内への磁力の供給をかなり弱めることができ、異物が隔離筒Ｐの端から排出される。この
ような円筒（磁気遮蔽体）は、通常以外に角筒や、磁石体２１ひとつずつを外側から覆う
または装着するような波型でもよい。
【００５５】
　上記磁石体２１は電磁石としてもよい。この電磁石への電流の供給を停止することによ
って、異物への磁力の供給が停止されて、異物が隔離筒Ｐの端から排出される。このよう
な電磁石であれば、磁力の発生／停止の切換えが容易になる。
【００５６】
（４）第二実施例
　図８、図９及び図１０は第二実施例を示す。上記隔離筒Ｐの途中は所定長さに渡って切
断切除され、同径同形同大の別の装着筒３１が装着される。この装着筒３１の内側下方に
は装着筒３１の中心を通って支持板３２が溶接またはボルトなどで固定装着されている。
この支持板３２の中央には取付筒３３が溶接などで固定されている。この取付筒３３の底
の下流側には、上記支持板３２の底側／下流側の一部が貫通していてストッパ３４となっ
ている。
【００５７】
　この取付筒３３内には、円柱状の支持キャップ３５が挿入され、上記ストッパ３４に当
接して固定される。この支持キャップ３５の外側面と取付筒３３の内側面とはややテーパ
ー状であり、押し込みが止まるところで取付筒３３は支持キャップ３５に動かないように
固定される。この装着筒３１の上縁／上流側縁は、断面が尖っていて、支持キャップ３５
の外面に向かって／沿って尖っていて、糠などが付着しにくくなっている。
【００５８】
　この支持キャップ３５の中心にはねじ穴３６が隔離筒Ｐの中心に沿って長手方向に延び
ている。このねじ穴３６には位置調節ねじ３７の下端が螺合されている。この位置調節ね
じ３７の上端は、上記磁石２２…の入った収納筒６（磁石体４６）の下端の栓９のねじ穴
１０に螺合されている。
【００５９】
　したがって、この位置調節ねじ３７の上に、上記磁石２２…及びスペーサー２３…の収
納された収納筒６が固定され、この磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）は装着筒３
１及び隔離筒Ｐの中心線に沿って配置され、上記穀物または果実の流れに沿って長い状態
で配置される。また、この磁石２２…入りの収納筒６を回すことによって、磁石２２…入
りの収納筒６の上下位置が調整される。
【００６０】
　この磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の上端／上流側は、上記第一実施例とは
異なり、底板８ではなく円錐状の突端３８となって尖っている。これにより、流れてくる
粒状または粉状の穀物または果実が、磁石２２…入りの収納筒６の上縁で引っ掛かってし
まうことがなくなる。
【００６１】
　上記装着筒３１の上縁と上記隔離筒Ｐの下縁とは外方に延出され環状のつば３９、３９
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が形成されている。このつば３９、３９との間には、テーパー板４０のつば４１が挟まれ
て固定されている。このテーパー板４０の傾斜角は１０度乃至８０度、２０度乃至７０度
、３０度乃至６０度、３５度乃至５５度、４０度乃至５０度、例えば４５度である。
【００６２】
　このテーパー板４０の下端の口径は、装着筒３１及び隔離筒Ｐの内径の３０％乃至９５
％、４０％乃至９０％、５０％乃至８５％、６０％乃至８０％、例えば７０％乃至７５％
である。したがって、このテーパー板４０は上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６
）が装着される付近の隔離筒Ｐの内側のやや上流に配置される。
【００６３】
　このテーパー板４０によって、粒状または粉状の穀物または果実の流れが下流に沿って
絞られ、また上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）に向かって絞られることにな
る。これにより、穀物または果実及び異物を上記磁石２２…入りの収納筒６に向かって流
すことができる。
【００６４】
　上記テーパー板４０の下流側の先端から、上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６
）の先端が上流に向かって突出している。この突出の量は、上記収納体に収納される複数
の磁石の個数の１％乃至９９％、５％乃至９０％、１０％乃至６０％、１５％乃至４０％
、２０％乃至３０％である。これにより、テーパー板４０で穀物または果実の流れが絞ら
れるときに、強磁性体または磁性体の異物のみの流れにブレーキがかかり、この異物が磁
石に付着し易くなる。
【００６５】
　この装着筒３１は、隔離筒Ｐの建設時に隔離筒Ｐにもともと取り付けられていてもよい
。また、隔離筒Ｐの途中が切断されて、この切断箇所に装着筒３１が後から取り付けられ
てもよい。この装着筒３１の側面には円形の大きな窓４３が開けられている。この窓４３
に対して扉４４が水平方向かつ外に開閉可能に取り付けられている。この扉４４は窓４３
よりやや大きく、扉４４は留め金４５によって装着筒３１の外面に固定される。
【００６６】
　装着筒３１、支持板３２、取付筒３３、ストッパ３４、支持キャップ３５、位置調節ね
じ３７、突端３８、つば３９、テーパー板４０、つば４１、扉４４、留め金４５、バンド
４２の材質は、上述の隔離筒Ｐと同じ材質で、強磁性体または磁性体以外の材質または一
部に強磁性体または磁性体を含む合金でもよい。しかし、これらの一部または全部は、隔
離筒Ｐと異なる材質でもよいし、これらの各材質は、それぞれ同じでも、それぞれ異なっ
ていてもよい。
【００６７】
（５）第二実施例の取り付け、清掃
　上記装着筒３１の下縁と上記隔離筒Ｐの上縁とは外方に延出され同様に環状のつば３９
、３９が形成されている。これら隔離筒Ｐの上縁のつば３９、３９と隔離筒Ｐの下縁のつ
ば３９、３９とには、断面「Ｕ」字状のバンド４２が巻き付けられている。これにより、
装着筒３１が上下の隔離筒Ｐに固定されるし、バンド４２を外して、装着筒３１が隔離筒
Ｐから取り外されて、分解清掃が可能となっている。
【００６８】
　上記留め金４５を解錠して、窓４３を開け、支持キャップ３５を取付筒３３から引き抜
いて、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）を装着筒３１の外に取り出し、磁石２２
…入りの収納筒６の外面に付いた異物や糠などを取り除くことができる。この糠などは、
上記粒状または粉状の穀物または果実の粉、その他のゴミ、ほこりなどである。また、こ
の開いた窓４３から上記テーパー板４０の下縁の糠など、支持板３２上縁の糠など、スト
ッパ３４上縁の糠など、取付筒３３上縁の糠なども布などで取り除いて清掃ができる。
【００６９】
　さらに、装着筒３１全体を清掃するには、装着筒３１の上下のバンド４２、４２を外し
て、装着筒３１を隔離筒Ｐから取り外し、装着筒３１全体を清掃することができる。この
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場合、上述した糠などが付着して布などで清掃する箇所のほか、テーパー板４０を装着筒
３１から分離できるので、テーパー板４０の表裏を清掃できる。特に、テーパー板４０の
裏側と装着筒３１の内側との狭い隙間に糠などがたまりやすい。
【００７０】
（６）穀物または果実から異物を除去する第二実施例の作用または効果
　上記テーパー板４０によって、テーパー板４０の上流から流れてくる、粒状または粉状
の穀物または果実が下流に沿って絞られ、また上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４
６）に向かって絞られる。これにより、穀物または果実及び異物が上記磁石２２…入りの
収納筒６に向かって流され、異物が磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）に吸着され
易くなる。
【００７１】
　テーパー板４０の角度とテーパー板４０の下端の口径とは、粒状または粉状の穀物また
は果実の流量または流速度に応じて変更される。この流量が大きくなるほど、テーパー板
４０の下端の口径は大きくなり、テーパー板４０の角度はテーパー板４０の下端の開口が
開くように大きくなる。また、この流速度が大きくなるほど、テーパー板４０の下端の口
径は小さくなり、テーパー板４０の角度はテーパー板４０の下端の開口が閉じるように小
さくなる。
【００７２】
　これにより、テーパー板４０で、粒状または粉状の穀物または果実が滞留することなく
円滑に流れる。このようなテーパー板４０があることによって、隔離筒Ｐ及び装着筒３１
内を中心線から離れて周縁に近い部分を異物が流れないようにでき、異物を確実に吸着で
きる。
【００７３】
　テーパー板４０の角度がテーパー板４０の下端の開口が開くように大きくなるときには
、またはテーパー板４０の下端の口径が大きくなるとき、磁石２２…入りの収納筒６（磁
石体４６）の長さは長くなる。また、テーパー板４０の角度がテーパー板４０の下端の開
口が閉じるように小さくなるときには、またはテーパー板４０の下端の口径が小さくなる
とき、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の長さは短くしてもよい。
【００７４】
　上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の先端は、テーパー板４０の下流側の先
端の開口部から上流に向かって突出している。この突出の量は、上記収納筒６に収納され
る複数の磁石２２…の個数の１％乃至９９％、５％乃至９０％、１０％乃至６０％、１５
％乃至４０％、望ましくは２０％乃至３０％である。
【００７５】
　これにより、テーパー体で穀物または果実の流れが絞られるときに、強磁性体または磁
性体の異物のみが磁石体４６の方に引き寄せられてブレーキがかかり、または異物のみの
流れの方向が変わり、粒状または粉状の穀物または果実の流れに異物が押されなくなり、
異物が磁石に付着し易くなる。
【００７６】
　図１０に示すように、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の上下位置を変更する
ときには、位置調節ねじ３７に対して、栓９とともに磁石２２…入りの収納筒６（磁石体
４６）を回せばよい。これにより、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の先端の、
テーパー板４０の下流側の先端の開口部から上流に向かって突出量を変更でき調整でき、
上記突出量の比率に調整できる。
【００７７】
　上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の円錐形の突端３８の内部は充填されて
おり、この突端３８の素材は、収納筒６と同じ強磁性体または磁性体である。したがって
、突端３８全体及び突端３８の先端にも、磁石２２…の磁力がよく伝わり、異物を突端３
８においても強く吸引または吸着できる。
【００７８】
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　本件穀物または果実から異物を除去する装置は、隔離体の穀物または果実が流れる内側
に装着されるから、強磁性体または磁性体の異物をより容易に吸着できるし、隔離体が強
磁性体または磁性体であっても、上記磁石の磁力が弱められてしまうことがない。
【００７９】
　この第二実施例の他の構成、作用、効果は、上記第一実施例と同じであり、これらの説
明は本実施例でも記載されているものとするし、本実施例の記載内容も上記第一実施例に
も記載されているものとする。第二実施例で記載されていないことは、この他の実施例が
参照されるし、第一実施例で記載されていないことは、当該第一実施例以外の実施例が参
照される。
【００８０】
（７）その他の実施例
　図７は別の実施例を示す。隔離筒Ｐの本装置の下流側は外側に若干膨らんで太さが太く
なって退避部Ｅが形成されている。この退避部Ｅには、穀物または果実の流れから異物が
退避して外れ、上記複数の磁石２２…によって吸着された異物が退避される。
【００８１】
　これにより、吸引／吸着した異物が、穀物または果実の流れから隔離され、穀物または
果実が流れている最中でも、吸引／吸着した異物を取り出すことができる。このような退
避部Ｅは、湾曲した凹状である。
【００８２】
　このような退避部Ｅは、テーパー状、隔離筒Ｐの長手方向に沿って、Ｖ字形、コ字形、
Ｕ字形、三角形、Ｊ字形、Ｌ字形、曲線形状、丸みを帯びた段差のある形状、丸みを帯び
た凹凸のある形状などでもよい。
【００８３】
　このような退避部Ｅは、隔離筒Ｐの長手方向に沿った溝条でもよいし、隔離筒Ｐの長手
方向に対して斜め方向または螺旋状の溝条でもよい。このような退避部Ｅは、本装置の下
流側のほか、本装置と同じ位置に設けられてもよい。
【００８４】
（８）他の実施の形態
　本発明は、上記実施例に限定されず、種々変更可能である。例えば、粒状または粉状の
穀物または果実は、米、麦、とうもろこし、そばなどの穀物、胡椒、ナッツ類、豆類、ゴ
マ類、干しぶどう、オリーブなどの果実、粒状または粉状の菓子、卵、食肉、魚介類、粒
状または粉状の食品などでもよい。本装置が装着される処理装置は、精米機、脱穀機、剥
皮機、研磨機、製粉機、籾摺（もみすり）機、脱禾孚機、精穀機、研穀機、穀粒機、胚除
去機、芒（のぎ）除去機などがある。
【００８５】
　上記収納筒６…の底板８の厚さは収納筒６…の側壁の厚さと略同じである。上記栓９の
厚さは底板８の厚さの数倍であるが、底板８の厚さと同じでもよい。収納筒６…の栓９（
天板）付近は、上流装着環１に開けられた収納穴７に溶接またはボルト留めで固定されて
もよい。
【００８６】
　上記収納筒６…及び上記磁石体２１…（各複数の磁石２２…）は、上記隔離筒Ｐに対し
て等間隔ではない状態で装着されてもよい。この場合、隔離筒Ｐが傾斜していたり水平に
なっていたりして、隔離筒Ｐの下側に磁石体２１…が集中して配置される。これにより、
流れる粒状または粉状の穀物または果実の流量が偏る側により強い磁力が供給される。
【００８７】
　上記隔離筒Ｐまたは装着筒３１の形状は、円筒のほか、角筒、断面形状が丸みを帯びた
段差のある形状、丸みを帯びた凹凸のある形状などでもよい。また穀物または果実から異
物を除去する本装置が装着される隔離筒Ｐまたは装着筒３１の数は複数でもよい。隔離筒
Ｐまたは装着筒３１は長手方向に沿って真直ぐでも湾曲していていてもよい。さらに隔離
筒Ｐまたは装着筒３１の太さは途中で太くなったり細くなったりして太さが変化していて
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もよいしテーパー状でもよい。
【００８８】
　上記収納筒６…すなわち上記磁石体２１…（各複数の磁石２２…）の各間隔は当該磁石
２２…の大きさより小さくても同じでもよいし、各間隔が不均一でもよい。磁石２２…の
磁力が隣の収納筒６…すなわち隣の磁石体２１…内の磁石２２…に吸収され易くなるが、
その分磁石体２１…の数を増やすことになり、磁力の総量は増える。
【００８９】
　上記隔離筒Ｐと、磁石体２１…（各複数の磁石２２…）との各間隔は、磁石２２…の大
きさより小さくても同じでもよいし、各間隔が不均一でもよい。磁石体２１…の各間隔は
不均一でもよい。これに応じて、各スペーサー２３の厚さも不均一となる。
【００９０】
　上記６個の磁石体２１…の数、５個の磁石２２…の数は、これに限られるものではなく
、これ以上でも、これ以下でもよく、また単数でもよい。このような変更は、隔離筒Ｐの
太さや粒状または粉状の穀物または果実の流量／質量の変化に応じて実行される。
【００９１】
　上記収納筒６…及び磁石体２１は筒状及び円柱状のほか、隔離筒Ｐの長手方向に沿って
斜めまたは螺旋状でもよい。これにより、粒状または粉状の穀物または果実の流れに対し
て、異物の流れの向きを変えることができ、穀物または果実から異物を除去し易くなる。
収納筒６…及び磁石体２１は複数まとめられて束ねられてもよい。
【００９２】
　収納筒６…内に収納される磁石２２…は一列であるが複数列であってもよい。この場合
でも、各列のＮ極とＳ極は互いの反発力に抗して対向して接近される。この複数列によっ
て、磁石体２１の磁力がより強くなる。
【００９３】
　磁石体２１…（各複数の磁石２２…）は環状にされ、隔離筒Ｐまたは装着筒３１の周囲
に多段に環状に配置されてもよい。磁石体２１…（各複数の磁石２２…）は螺旋状にされ
、隔離筒Ｐまたは装着筒３１の周囲に多段に螺旋状に配置されてもよい。
【００９４】
　上記テーパー板４０は、板状のほか、網状、複数の方形板が環状に配列されたもの、複
数の棒が環状に配列されたもの、三角錐台状または四角錐台状などの角錐台状、半円環状
、３／４円の環状または１／４円の環状などのテーパー板の一部のみなどでもよい。テー
パー板４０の傾斜方向は、装着筒３１の中心方向ではなく、中心からずれて偏心していて
もよい。
【００９５】
　このテーパー板４０は強磁性体とされて、このテーパー板４０にも磁石が付着されても
よいし、磁石体２１…（各複数の磁石２２…）に強磁性体によって連結・繋がってもよい
。これにより、テーパー板４０に上記異物が当たる段階で、異物を吸着できるまたは吸引
して流れにブレーキ木をかけることができる。
【００９６】
　また、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）は、隔離筒Ｐまたは装着筒３１の中心
からずれた位置に偏心していてもよい。このような偏心は、隔離筒Ｐおよび／または装着
筒３１が傾斜または横向きの時に有効である。
【００９７】
　テーパー板４０の下端の開口部は、水平な正円状ではなく、傾斜した楕円状、凹凸状、
波状、のこぎり波状などであってもよい。このような形状は、隔離筒Ｐおよび／または装
着筒３１が傾斜または横向きの時に有効である。テーパー板４０の表面または裏面は、摩
擦の少ない滑らかな面であるが、突条が形成されていたり、スリットが形成されていたり
、凹凸条が形成されていてもよい。
【００９８】
　テーパー板４０は板状のほか、円柱をテーパー状にくり抜いてテーパー板４０の裏側が
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充填されていてもよい。この場合、テーパー板４０の先端は、円筒状、円柱状になってい
てもよいし、逆テーパー状になっていてもよい。テーパー板４０は省略可能であり、この
とき磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）が太くされてもよい。
【００９９】
　上記支持板３２は、板状のほか、棒状、針金状、網状などでもよく、１体ではなく複数
設けられてもよい。支持板３２は、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の下端側／
下流側ではなく、上端側／上流側に設けられてもよいし、テーパー板４０の裏面または開
口先端と磁石体４６の側面／上端／上流側とが連結されるものでもよい。支持板３２がテ
ーパー板４０の一部を構成するときには、支持板３２は省略可能となる。
【０１００】
　上記図７の退避部Ｅは、装着筒３１に設けられていてもよい。装着筒３１内に配置され
る磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の数は一本ではなく複数本でもよい。この場
合、磁石体４６の数に応じて、テーパー板４０の数も複数になってもよい。
【０１０１】
　上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の先端の、テーパー板４０の開口部から
の突出量は「０」でもよいし、磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の先端は、この
開口部から下側／下流側に位置してもよい。
【０１０２】
　上記磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の先端の突端３８の形状は、円錐のほか
、角錐、円錐台、角錐台、半球形、半卵型等の形状でもよく、突端３８の表面には、直線
溝、直線突条、螺旋溝、螺旋突条などが形成されて凹凸があってもよい。突端３８の中は
空洞でもよい。
【０１０３】
　磁石２２…入りの収納筒６（磁石体４６）の外周面に螺旋状の突条または溝が形成され
たり、磁石体２１が隔離筒Ｐまたは装着筒３１の外側に設けられるとき、この隔離筒Ｐま
たは装着筒３１の内壁面に螺旋状の突条または溝が形成されてもよい。これにより、磁石
２２…によって引き寄せられた異物がこれらの螺旋状の突条または溝に沿って移動し、粒
状または粉状の穀物または果実の流れから分離され、異物が吸着され易くなる。
【０１０４】
（９）他の発明の効果
[１]粒状または粉状の穀物または果実が流れる経路において、この経路の穀物または果実
が流れる側とその外側とを隔離する強磁性体または磁性体以外の素材からなる隔離体に対
して、この隔離体の外側に装着される、この穀物または果実の流れに沿って長い、強磁性
体または磁性体以外の素材からなる収納体と、　この収納体に収納される複数の磁石であ
って、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしを対向させかつ接近させて収
納される複数の磁石とを備え、　上記穀物内または果実内に混入した強磁性体または磁性
体の異物を吸着することを特徴とする穀物または果実から異物を除去する装置。
【０１０５】
[２]粒状または粉状の穀物または果実が流れる経路において、この経路の穀物または果実
が流れる側とその外側とを隔離する隔離体に対して、この隔離体の内側に装着される支持
体と、　この支持体に装着される、上記穀物または果実の流れに沿って長い、強磁性体ま
たは磁性体以外の素材からなる収納体と、　この収納体に収納される複数の磁石であって
、この複数の磁石は互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしを対向させかつ接近させて収納さ
れる複数の磁石とを備え、　上記穀物内または果実内に混入した強磁性体または磁性体の
異物を吸着することを特徴とする穀物または果実から異物を除去する装置。
【０１０６】
[３]上記収納体の壁面には、上記複数の磁石の大きさより小さい隙間を有するまたは隙間
を有さず、これにより上記Ｎ極どうしまたはＳ極どうしの反発によって、上記複数の磁石
を外へ飛び出さないように規制し、この筒内に上記複数の磁石が収納されることを特徴と
する請求項１または２記載の穀物または果実から異物を除去する装置。　これにより、Ｎ
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極どうしまたはＳ極どうしの反発があっても磁石の配置が安定し、安定した磁力を流れる
穀物または果実の中までよく伝達できる。
【０１０７】
[４]上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔
で複数装着され、この間隔は当該磁石の大きさより大きく、上記磁石のＮ極どうしまたは
Ｓ極どうしの間隔は、当該磁石の大きさより小さく、上記隔離体と上記磁石との間隔は、
当該磁石の大きさより小さいことを特徴とする請求項１、２または３記載の穀物または果
実から異物を除去する装置。
【０１０８】
　これにより、上記収納体及び上記複数の磁石の間隔は当該磁石の大きさより大きいので
、磁石の磁力が隣の収納体内の磁石にも吸収されない。また、上記磁石のＮ極どうしまた
はＳ極どうしの間隔は、当該磁石の大きさより小さいので、同じ収納体内の磁石同士がよ
り反発しあって、より多くの磁力が発散される。さらに、上記隔離体と上記磁石との間隔
は、当該磁石の大きさより小さいので、磁石の磁力が隔離体をより多く越える。
【０１０９】
[５]上記隔離体は長尺の筒状であり、この筒内を上記粒状または粉状の穀物または果実が
流れ、この流れは風圧による、または穀物または果実の自重により、上記収納体及び複数
の磁石は、上記筒の外側に装着されることを特徴とする請求項１、３または４記載の穀物
または果実から異物を除去する装置。　これにより、本装置に、流れる粒状または粉状の
穀物または果実が付着せず奔走地の掃除が容易で故障しにくくなり、穀物または果実の処
理装置が完成した後の本装置の装着も容易となる。
【０１１０】
[６]上記収納体または上記複数の磁石は、上記隔離体に対して着脱自在であることを特徴
とする請求項１、２、３、４または５記載の穀物または果実から異物を除去する装置。　
これにより、本装置を装着する場所を状況に応じて随時変更できるし、穀物または果実の
処理装置が完成した後の本装置の装着も容易となる。
【０１１１】
[７]上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔
で複数装着されることを特徴とする請求項１、２、３、４、５または６記載の穀物または
果実から異物を除去する装置。　これにより、磁石の磁力が隔離体に対して偏らず、流れ
る穀物または果実に磁石の磁力が均一に拡散し、異物の吸着が均等になる。
【０１１２】
[８]上記収納体及び上記複数の磁石は、上記隔離体に対して間隔をあけて、または等間隔
で複数装着され、隣り合う収納体における各磁石のＮ極とＳ極の配列の順番は同じである
ことを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６または７記載の穀物または果実から異物
を除去する装置。
【０１１３】
　これにより、磁石のある極から異なる極ができるだけ離間され、この極が同じ極で囲ま
れるので、磁石の各極の磁力が吸収されにくくなり、磁石から隔離体に入り込む磁力が多
くなり、流れる穀物または果実の中に入りこむ磁力も多くなり、穀物内または果実内の異
物を確実に除去できるし、除去した異物を隔離体表面に確実に吸着しておくことができる
。
【０１１４】
[９]上記隔離体において、上記収納体及び上記複数の磁石の装着される位置から下流側に
は、穀物または果実の流れから異物が退避して外れ、上記複数の磁石によって吸着された
異物の退避部が設けられていることを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６、７また
は８記載の穀物または果実から異物を除去する装置。　これにより、吸引／吸着した異物
を、穀物または果実の流れから隔離でき、穀物または果実が流れている最中でも、吸引／
吸着した異物を取り出すことができる。
【０１１５】
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[１０]上記穀物内または果実内に混入して除去される異物は、粒状の穀物または果実の粒
子の大きさより小さい、略同じ大きさまたは大きい、若しくは粉状の穀物または果実の粒
子の大きさより大きい、略同じ大きさまたは小さいことを特徴とする請求項１、２、３、
４、５、６、７、８または９記載の穀物または果実から異物を除去する装置。　これによ
り種々の大きさの異物を吸引／吸着して除去できる。
【０１１６】
[１１]上記収納体及び磁石が装着される付近の隔離体の内側のやや上流には、粒状または
粉状の穀物または果実が流れの下流に沿って絞られ、上記収納体及び磁石に向かって絞ら
れるテーパー体が装着されていることを特徴とする請求項２記載の穀物または果実から異
物を除去する装置。これにより、穀物または果実及び異物を上記収納体及び磁石に向かっ
て流すことができ、隔離体の内側を収納体及び磁石から離れて異物が流れないようにでき
、異物を確実に吸着できる。
【０１１７】
[１２]上記テーパー体の下流側の先端から、上記収納体及び磁石の先端が上流に向かって
突出していることを特徴とする請求項１１記載の穀物または果実から異物を除去する装置
。これにより、テーパー体で穀物または果実の流れが絞られるときに、強磁性体または磁
性体の異物のみの流れにブレーキがかかり、異物が磁石に付着し易くなる。
【０１１８】
[１３]上記突出の量は、上記収納体に収納される複数の磁石の個数の１％乃至９９％、５
％乃至９０％、１０％乃至６０％、１５％乃至４０％、２０％乃至３０％であることを特
徴とする請求項１２記載の穀物または果実から異物を除去する装置。これにより、テーパ
ー体で穀物または果実の流れが絞られるときに、強磁性体または磁性体の異物のみの流れ
にブレーキがかかり、異物が磁石に付着し易くなる。
【０１１９】
[１４]上記収納体及び磁石の上流側の先端は尖っていることを特徴とする請求項１１記載
の穀物または果実から異物を除去する装置。これにより、上記収納体及び磁石の上流側に
、粒状または粉状の穀物または果実など、さらにはこれらの糠などが付着しにくくなる。
【０１２０】
[１５]上記テーパー体に対する上記収納体及び磁石の位置は調整されて変更可能であるこ
とを特徴とする請求項１１、１２または１３記載の穀物または果実から異物を除去する装
置。これにより、テーパー体の下流側の先端から、上記収納体及び磁石の先端が上流に向
かって突出する量を最適に調整できる。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　流れる粒状または粉状の穀物または果実に混入している異物が、流れる経路の外側の本
装置によって捕捉されて除去される。隔離筒Ｐの外側に装着された６本の収納筒６…の中
には、間にスペーサー２３…を挟んで、５個の円柱状の磁石２２…が一列に並んで収納さ
れる。この各磁石２２…は、互いにＮ極どうしまたはＳ極どうしが対向されかつ接近され
る。したがって、磁石２２…の磁力が他の磁石２２…に吸収されず、磁石２２…の磁力が
隔離筒Ｐを越えて、流れる穀物または果実の中までよく伝わり、穀物内または果実内の異
物が確実に除去されるし、除去した異物が隔離筒Ｐ表面に確実に吸引／吸着される。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】穀物または果実から異物を除去する装置の斜視図を示す。
【図２】穀物または果実から異物を除去する装置の側面を示す。
【図３】穀物または果実から異物を除去する装置の背面を示す。
【図４】穀物または果実から異物を除去する装置を隔離筒Ｐからはずした状態を示す。
【図５】磁石体２１（複数の磁石２２…）の構造を示す。
【図６】隣り合う磁石体２１、２１の位置関係と各Ｎ極と各Ｓ極との位置関係を示す。
【図７】隔離筒Ｐに退避部Ｅが形成されている別の実施例を示す。
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【図８】穀物または果実から異物を除去する装置の第二実施例の斜視図を示す。
【図９】穀物または果実から異物を除去する装置の第二実施例の断面図を示す。
【図１０】テーパー板４０に対する、磁石体４６の上下位置を変更する状態を示す。
【符号の説明】
【０１２３】
　１…上流装着環、２…下流装着環、
　３…蝶軸棒、４…締付板、
　５…締付穴、６…収納筒（収納体）、
　７…収納穴、８…底板、
　９…栓、１０…ねじ穴、
　１１…ねじ穴、２１…磁石体、
　２２…磁石、２３…スペーサー、
　３１…装着筒、３２…支持板（支持体）、
　３３…取付筒（支持体）、３４…ストッパ、
　３５…支持キャップ（支持体）、３６…ねじ穴、
　３７…位置調節ねじ、３８…突端、
　３９…つば、４０…テーパー板（テーパー体）、
　４１…つば、４２…バンド、
　４３…窓、４４…扉、
　４５…留め金、４６…磁石体、
　Ｐ…隔離筒（隔離体）、Ｅ…退避部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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